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北海道産緑色鞭毛藻類↑

庵 谷 晃牢

T. IORIYA Notes on some species of Chloromonadophyceae from Hokkaido， Japan. 

緑色縦毛藻類は，世界で今までにおよそ10属30種が記載されてはいるが，稀産であるた

めに報告は少ない。特に本邦ではHADAl)の報告があるだけである。私は北海道の池沼か

ら3属4種の緑色鞭毛藻類を見いだしたので報告する。穏を進めるに当り，御指導をたま

わっている当教室の黒木宗尚教授に深く感謝いたします。また釧路方面の採集に際して実

験室を使用させて下さった北海道教育大学郵n路分校の田中瑞穂教授ならびに採集その他に

多大の便宜をはかつて下さった北海道大学農学部附属植物園の辻井達一博士に心から感謝

いたします。また，採集その他に協力下さった当教室の芳賀卓，西浜雄二，渡辺真之，青

井孝夫の諸兄に心からお私申し上げます。

棲息地と採集及び観察方法

この類は泥炭地や水コeケ湿原の小紹に産する。水深は5-80C/IIで腐植栄養的傾向をもって

いて底に厚くユッチャ (Gyttja)の層がある沼に多い。棲息地のpHは 5.8-7であった。一

般に tμhopla北tonとして生活しているので，プヲンクトンネットによる採集は有効では

なく，底部を大形のピペヅトで吸い取った方が得られやすい。 HADAl)によれば池沼の底

層部の溶存酸素が非常に少ないところから採集できたという。乙の仲間は一般に固定する

と同定が困難なので生体を観察しなければならない。内部構造，鞭毛や個体の運動などの

観贋には位相差顕微鏡の negativec加 trastが有効であった。

1. Vacuolaria virescens CIENKOWSKI (Figs. 18， lb) 

本種の同定は主として PASCHER2)，SKUJA3)， SKUJA4)1こょった。

細胞は卵形，わずかに扇平で，短いかすかな溝が前部にあり，背腹構造を示している。

核は球形に近い楕円形をなし中心部にある。前部に円錐形の貯蔵胞があり，体の前端で外

部に向って関口している。貯蔵胞に隣接して顕著に収縮する収縮胞がある。色素体は鮮緑

色，薄い長楕円形の盤状で，多数が体表面にそって分布している。体表面に光屈折額粒

(refractive granules)が多数ある。周皮は柔かく時にユーグレナ運動を行なう。鞭毛は2

本，不等長で貯蔵胞の関口部から体外に出ており，前方を向いている遊泳鞭毛(sw加ming

f1agellum)は体長と同じくらいの長さであるが，曳航鞭毛(廿ailingf1a伊lIum)は体長よ

りやや短い。細胞の長さは40-65.t!， 巾は25-35μ である。
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Figs. 1a， 1b. Vacuolariaりかescens(x 540). 1a. Fronl the ventral surface. 1b. 

Optic.温1transverse section. 2a， 2b. Vacuolaria sp. (x 600) 2a. From the 
side surface. 2b. From the anterior end. 3. Gonyostomum se脚 n(X54の
From the ventral surface. 4a， 4b. Merotrichia capitata (x600) 4a. 
From the side surface. 4b. Optical transverse section. 

採集地:郵11路，オンネナイ水コ・ヶ湿原(1968-VII，1969-VII) ;サロベツ原野，海岸砂丘

林内の沼(1969-羽);網走，ニクノレ沼(1969-VII) .との種は本邦でも報告されているが，そ

の採集地は不明である。外国での分布を見てもよく現れる種のようである。

2. Vacuolaria sp. (Figs. 2a， 2b) 
細胞は長倒卵形，短いかすかな溝が前部にあり，背腹構造を示している。核は少しゆが

んだ球形で中心部にある。前部に円筒形の貯蔵胞があり，体の前端で外部に向って関口し
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ている。貯蔵胞に隣接して顕著に収縮する収縮胞がある。色素体は鮮緑色，円盤状で，多

数が体表面にそって分布している。体表面に先屈折穎粒が多数ある。周皮は柔かく時にユ

ーグレナ運動を行ない，遊泳していない状態で稀に偽足状の突起を出す。鞭毛は2本，不

等長で貯蔵胞の関口部から体外へ出ている。本種の鞭毛は遊泳鞭毛，曳航鞭毛ともに体長

より少し短い。細胞の長さは50-70μ，巾は13-20μ である。

採集地:札幌，空沼岳中腹の沼(1968-X，xl) ;勇払原野，ウトナイ沼(1969-XI)。

本植物は，細胞が長倒卵形であること，核が球形に近いこと，貯蔵胞が円筒形であるこ

と，体の大きさがやや大きいこと，周皮がより柔かいことで前種と区別できる。また以上

の特徴はこれまでに報告されている Vacuolariaのどの種とも一致しない。 なお，本植

物は Vacuolariaと近縁な Trentonia属の特徴の 1つである偽足状の原形質突起を稀

にではあるが出す点から Trentoniaと関係があるものかも知れない。しかし Trel山 1Zia

にも本植物を同定出来る種はない。おそらく新種であろうと思われる。

一方，Trentonia属をみとめるかどうかという点で次のような 2つの見解がある。

SENN5)はζの属をみとめず 1匂cuolariaに含めていて， DROUET and COHEN6)もこの

立場をとっている。これに対して PASCHER2)，PENARD7)及び FRITSCH8)らは両属を

区別している。また SKUJA3)及び SKVORZOVand NODA9)は両属の中間的な形質をもっ

数種類を V白cuolariaとして報告している。

本植物は周皮が柔かく，偽足状の突起を出すことがあるという点から，Trentonia的傾

向をもつが，両属聞の境界がなお不明確であることから， ここでは一応前記の SEKN等

に従って Vacuolariasp.として報告しておく。

またこの植物では，球形化し寒天質を体のまわりに分泌したシスト状の細胞を観察でき

た。これは SKUJA4)が報告している V.virescensのシストの初期の状態によく似てい

る。しかしながら，これが，ユーグレナ類でもよくみられる死に致る前の球形化した細胞

かどうかは確認できなかった。

3. Gonyostomum semen DIESING (Fig. 3) 

本種の同定は主として PASCHER，DROUET and COHEN6) ; POPOWAlO)， SKUJA3)に

よった。本種の Synonymと考えられるものに Rhaphidomonassemen STEINがあるo

HADAI)はこの名をもちいた。

細胞は普通倒卵形で前端はまるく，後端は細くなっており，いちじるしく扇平で背腹構

造が明らかである。核は長精円体で中心部にある。前部に円錐形の貯蔵胞があり，体の前

方で外部に向って関口している。貯蔵胞に隣接して収縮胞がある。色素体は鮮緑色，薄い

円盤状で多数が体表面にそって分布している。刺胞 (trichocyst)があり，体の前方に多数

が，その他の部分には少数が不規則にちらばって分布し，刺激によって体外へ発射される。

ユーグVナ運動はあまり行なわない。鞭毛は2本，不等長で貯蔵胞の関口部より出ており，

遊泳鞭毛は体長の約1.3倍，曳航鞭毛は体長と同じ位の長さである。細胞の長さは45-70μ，

巾は20-30μ，厚さは10-17μ である。
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採築地:毒111路，オンネナイ水コ・ヶ湿原 (1969-VIl).HADA1)は豊項泥炭地湿原からも報

告している。

この種の刺胞は，はっきり見える個体とかすかにしか見えない個体がある。後者では，

Vacuolariaと一見したところ似ているが，先屈折頼粒の有無，体の扇平度で見分けるこ

とが出来る。

4. Merotrichia capitata SKUJA (Figs. 4a， 4b) 
HUBER-PESTALozzrll) p.89， f.71 ; SKUJA3) p.342， p1.59， f.16-19. 

細胞は卵形，前端，後端ともにわずかに細くなっており，体は少し扇平で，一方に短い

溝があり，背腹構造を示している。桜は長惰円形で中心部にある。前部に球形の貯蔵胞が

あり前端より少し腹側によった部分から外部に関口している。貯蔵胞に隣接して収縮胞が

ある。色素体は鮮緑色，円盤形で多数が体表面にそって分布している。刺胞があり，前部

に多数が密集して，その他の部分には少数が不規則にちらばって分布する。周皮は硬く，

ユーグνナ運動は行なわない。鞭毛は2本不等長で，貯蔵胞の関口部から体外に出ており，

遊泳鞭毛は体長より短く，曳航綴毛は体長と同じくらいの長さである。細胞の長さは35-45

μ，巾は18-25μ厚さは14-25μである。

採集地:銀11路，オンネナイ水ゴケ湿原(1969-VIl)Desmid類 Cryptomonassp.の多

数棲息している小沼から数十個体が採集できた。

種としても属としても本邦新産である。 Gonyostomumとは，鞭毛が前部腹側から体外

に出ていること，刺胞が前方に密集していること，体が比較的に扇平でないζとで区別で

きる。 SKUJA3)は，貯蔵胞は円錐形であると報告しているが，私の観察したものは球形で

あった。 HUBER-PESTALozzrll)が引用している SKUJAの1932年の図では貯蔵胞は球形

である。その他の点では SKUJA3)の記載と一致する。

Summary 

Four species of Chloromonadophyceae， Vacuolaria virescens， Vacuolaria sp.， 

Gonyostomum semen， and Merotrichia capitata were collected from Hokkaido. 

Among these， Vacuolaria sp. is su田:estedto be a new species， Merotrichia capitata 

is a newly found species in ]apan. 
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